
− 51−

徳島県立博物館研究報告
Bull. Tokushima Pref. Mus.
No. 33: 51–61, 2023

八貫渡銅鐸考

菅原康夫 1

[Yasuo Sugahara :  Study on Hachikanwatashi Dotaku(Bronze bell-shaped vessel）]

【調査報告】

摘要：阿南市下大野町渡りから出土した八貫渡銅鐸は鈕のみが遺存している．従来双頭渦文飾耳にブリッジをもつ型式と
見られてきたが，その評価については等閑に付されてきた感がある．本稿では八貫渡銅鐸の型式的位置を明確にすると共
に，帰属する銅鐸群の新旧関係や本鐸をめぐる問題について検討する．
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　八貫渡銅鐸は阿南市下大野町渡り上り出土の銅鐸であ

る．鈕のみの遺存であるが，1870年以前に那賀川の洪水

による破堤があり，その修繕の際，川底より採取されたも

のとされる（玉置，1902a）．梅原末治の『銅鐸の研究』に

は形状図と計測値・拓影が挙げられており，一部に銹があ

るが全体に磨滅し，一部分に水蝕の痕があるとしている．

出土については那賀川氾濫年時の 1885～ 1886年頃とし，

川岸に近い場所とする（梅原，1927）．

　出土地は那賀川が山間部から平野に流出する地点の右岸

築堤部周辺と考えられるが，現状では周辺に弥生集落等は

確認されていない．出土・埋納状態をうかがう手立てはな

いが，本鐸は梅原が推定全高 100㎝とした大形銅鐸である．

　従来双頭渦紋飾耳にブリッジをもつ突線鈕 4式鐸と見ら

れているが（進藤，2007），阿波地域における最大の一鐸

であるにもかかわらず，その評価についてはほとんど言及

されたことがない．そこで本稿では銅鐸の位置づけと本鐸

をめぐる問題について述べることにしたい．

一　八貫渡鐸の形状と系列

　本銅鐸は出土後，幾度か所有者が変更しており，現在は

徳島県立博物館蔵品となっている．『銅鐸の研究』図録に

掲載された拓影の上段を A面・下段を B面とする（図１，

図 2，図 3）．

　鈕は頂部と左右の飾耳を欠損するが，外周部は破断面を

含めて磨滅している．鈕脚壁付根の舞の破断面も磨滅によ

り角が取れて光沢がある．A面の外縁第一文様帯付根上位

には一部表面の剥離が見られるが，その部分にも磨滅があ

り，鋸歯文や半円重弧文にも光沢を認めることから，出土

後，意図的に磨かれた可能性がある．

　全体に銹・土・砂粒等の付着物は少ないが，A・B面の

菱環文様帯付根から鈕脚壁基部には土が固着しており，こ

の部分には磨滅は及んでいない．鈕脚壁の破断面も磨滅は

ないが，玉置報文の形状図には鈕脚壁の欠損は示されてお

らず，あるいはその後に生じた毀損であるかもしれない．

A面の菱環文様付根にも磨滅のない破断面が一部分残って

おり，これも後からの毀損と考えられる．

　鈕は残存高 28. 3cm最大幅 29. 5cmを測る．A・B面と

も外周突線は 3条，外縁第一文様帯と第二文様帯の界線は

2条，菱環文様来の界線は 2条である．鈕脚壁には 4条線

がある．鈕孔上縁に 1か所鬆孔をとどめるが，徳島市矢野

銅鐸に比べると紐全体に鬆が多い（図 4）．

　A面は外縁第一文様帯 27＋ 1/2単位の R鋸歯文で埋め

るが，右上方 1単位に 1R鋸歯文がある．外縁第二文様帯

は 26単位の R鋸歯文，菱環文様帯は 3条の中央界線で区

画された C|||D綾杉文．内縁は上部に 1単位，左右に各 3

単位の半円重弧文で埋め，重弧文を区画しない 2乃至 4条

の平行線を 3か所に配置する．

　B面の外縁第一文様帯は 30＋ 1/2単位の R鋸歯文であ

るが，右 1単位に複合鋸歯文 LRを埋める．外縁第二文様

帯は 29単位の R鋸歯文．菱環文様帯は 3条の中央界線で

区画した C|||D綾杉文．内縁は上部に 1単位，左右に各 2

単位の半円重弧文を配置する．
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図 1　八貫渡鐸（約 40％に縮小）

A

B



八貫渡銅鐸考

− 53−

図 2　八貫渡鐸　拓影　（約 40％に縮小）
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図 3　八貫渡鐸形状図
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　双頭渦紋飾耳基部には網代状の縦横に交差する条線を施

すが，A面の右基部のみ横条線に交差する縦条線がない．

　双頭渦紋飾耳間をブリッジでつなぐ突線鈕 4式鐸には強

い斉一性が認められる．双頭渦紋飾耳が大きい．飾耳基部

に縦横に交差する条線をもつ．鈕上縁および菱環文様帯が

隅丸方形を呈し，内縁上部に 1単位，左右 2単位の半円重

弧文で飾る．身の縦横帯が互いに交差する C系列である．

全高が 100～ 110cmの大形鐸で，鰭下端の飾耳が下辺横

帯下の界線の位置にあり，全般に裾が長い．などの構成要

素をもつ．この要素をもつ銅鐸は出土地不詳・天理大学附

属天理参考館鐸，紀伊・大久保鐸，同・山田代鐸，播磨・

下本郷鐸（メトロポリタン美術館蔵）（置田，1990）の四

鐸が知られている．

　突線鈕 5式鐸には但馬・久田谷鐸，紀伊・鐘巻鐸，同・

朝来鐸（大英博物館蔵）の 3鐸がある．5式鐸では鈕形状

や内縁の文様に変化が見られるが，本稿ではブリッジを指

標にして形態の特徴をよく示す鐸を基に便宜上，山田代型

と呼称し，4式鐸を山田代型Ⅰ類・5式鐸を山田代型Ⅱ類

とする（図 5）．

　八貫渡鐸は飾耳基部と鈕内縁の文様から山田代型Ⅰ類鐸

と見られるが，同じ施文ながらブリッジのない伊賀・湯舟

鐸（4式 C）が認められるので，八貫渡鐸が山田代型鐸で

ある根拠を示しておこう．

　湯舟鐸は飾耳基部と内縁の施文，全高が山田代型Ⅰ類と

共通するが，双頭渦紋飾耳がわずかながら小さい．そのた

め飾耳基部の下縁は，実測図による計測が可能な天理鐸・

山田代鐸ではそれぞれ 10. 4cm，10. 6cmを測るのに対して

10cmに満たない．また鈕全体にやや丸みがあり，菱環文

様帯界線の隅角が丸い．山田代型Ⅰ類四鐸との比較では，

鰭下端の飾耳位置が下辺横帯下の界線より上位にあり，身

裾の長さが 20cm弱と短い，などの点から山田代型とは相

違がある．

　八貫渡鐸は，双頭渦紋飾耳基部幅が 10. 5cmで山田代型

鐸Ⅰ類二鐸とほぼ同値である．鈕形状は後述するように天

理参考館鐸と同形である．よって八貫渡鐸は山田代型鐸と

考えられ，鈕の規模から全高 110cm前後の突線鈕 4式 C

系列鐸になろう．

二　八貫渡鐸に認められる特徴と系列鐸群の前後関係

　山田代型Ⅰ類では，本群の特徴の一つである双頭渦紋飾

耳基部の飾り方に，縦条線と横条線の交差（八貫渡鐸・天

理鐸・大久保鐸 A面（東京国立博物館，2005の表記）・下

図 4　八貫渡鐸　エックス線写真（約 40％に縮小）
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本郷鐸）と縦あるいは横条線のみ（大久保鐸B面・山田代鐸）

のように差異がある一方，鈕は外周突線 3条，外縁第一・

二文様帯の界線 3条，菱環文様帯の界線 3条で，内縁に半

円重弧文を上部に 1単位，左右に 2単位配置するように規

格性が強い．

　八貫渡鐸もそうした規格性をもちながらも，他の鐸には

見られない次のような施文上の特徴が見られる．

【特徴一】A・B面で内縁を飾る半円重弧文の配列が異なる．

【特徴二】A面の内縁には半円重弧文を分割する区画線と

は異なる 2乃至 4条の平行線がある．

【特徴三】B面の外縁第一文様帯下端・鈕脚壁の延長部の

左右に 3・4条の平行線がある．

　特徴一は両面の施文の相違である．A面に対し B面は

山田代型Ⅰ類の配列を採っており，明らかに飾り方を違え

ている．両面の施文の違いは大久保鐸の双頭渦紋飾耳基部

にも認められるが，これは A面左右の飾耳基部には縦横

の交差条線が見られるのに対して B面は横条線がないと

いう誤差程度の相違であり，突線鈕 4・5式鐸で八貫渡鐸

のような飾り方を示す例は他にはない．

　特徴二の内縁の半円重弧文を分割する平行線は，私見で

は突線鈕 1式に位置づけられる阿波・榎鐸を初現とし，紀

伊・常楽鐸，土佐・田村正善鐸（2式），山城・式部谷鐸，

伊勢・高茶屋二号鐸，遠江・穴ノ谷鐸（3式），紀伊・雨

請山鐸，阿波・矢野鐸（5Ⅰ式）に見られるが，八貫渡鐸

の平行線は分割の原則とは異なった施文で，これも他に類

例がない．

　上部 1単位，左右各 3単位の半円重弧文の配列自体は榎

鐸Ａ面（菅原・藤川・植地，2011の表記），式部谷鐸の構

成を引き継ぐものであるが，半円重弧文に覆われた上部の

平行線は 4条で，菱環文様帯中央の 3条界線の続きではな

い．左右の平行線も菱環文様帯に繋がっていない．したが

って，この平行線は扁平鈕式銅鐸の横帯分割型 A類の出

土地不詳・伝播磨鐸やその影響と見られる阿波・勢合鐸（六

区袈裟襷文銅鐸正統派 1b式）の菱環文様帯から内縁を貫

図２　山田代型銅鐸
　　　　　　　　　　１天理参考館鐸　２山田代鐸

図 5　山田代型銅鐸（Ⅰ類）
1天理参考館鐸 B面　2山田代鐸 A面
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く区画界線（菅原，2019）の型式学的痕跡と見ることがで

きる．

　特徴三も他のⅠ類鐸には見られず，あえて類例を探せば

吉備・呉妹鐸（突線鈕 2式迷路派流水文）の A・B面鈕下

端の右方に飾られた多条平行線に系譜を求めることができ

る．

　近畿式銅鐸は大福型・迷路派流水文・横帯分割型などの

銅鐸群の特徴を引き継いで成立したと考えられているが

（難波，2021），八貫渡鐸には，横帯分割型と迷路派流水文

銅鐸の施文要素が変則的に温存されている．突線鈕 4式以

降の近畿式銅鐸にこのような様相を示す例は希少である．

　類似した変則様相は天理参考館鐸にも確認される．天理

参考館鐸は縦帯の区画突線・軸突線が下辺横帯下の界線と

交差している．C系列ながら左右縦帯の突線は，第一横帯

下から始まっており，かつ一側縦帯は斜格子文がなく，無

文である（置田，1990）．また一側縦帯は第三横帯交差部

以下が無文のようであり，左右縦帯と交差する部分の下辺

横帯の鋸歯文も省略されている（図 5-1左）． 

　下辺横帯を突き抜ける縦帯の突線は近江・大岩山Ⅱ－六

号鐸にも見られるが，左右縦帯の無文化や下辺横帯側面の

鋸歯文の省略は扁平鈕式新段階末の名東型の施文方に通ず

るものがある．

　鈕の施文は菱環文様帯の区画界線が A面 3条に対して

B面 1条の相違のみであるが，B面左上方の 1単位 1R鋸

歯文の使用や飾耳基部に縦横に交差しない条線を混用する

飾り方には八貫渡鐸と共通性がある．

　さらに鈕形状においても八貫渡鐸・天理参考館鐸の上縁

は，山田代鐸・下本郷鐸に比べて丸みがあり，そのため鈕

上縁の平坦長がわずかながら短いという違いがある．鈕の

基部を起点にして同縮尺で重ね合わせると，八貫渡鐸・天

理参考館鐸・大久保鐸は上縁形状が一致するのに対して，

山田代鐸・下本郷鐸は頂部の外縁左右が若干外方に張り出

し，角張った隅丸方形を呈すという違いが見られる．下本

郷鐸は左右の飾耳付根部分の張り出しも強く，方形指向が

進んでいる（図 6）．

　これに連動すると考えられる紐外縁第一文様帯の鋸歯文

数は，天理参考館鐸は A面では 25＋ 1/2単位，B面では

27単位で，上縁の鋸歯文基底幅が広く大きい．大久保鐸

は A面 30単位・B面 29＋ 1/2単位であるが，山田代鐸は

A面 31単位，B面 30＋ 1/2単位を数え，上縁の鋸歯文基

底幅が狭く密になっている．下本郷鐸も同様である．八貫

渡鐸の鋸歯文は天理参考館鐸に近い．

　このように八貫渡鐸・天理参考館鐸は装飾上の，鈕形状

には大久保鐸を加えた近似性が指摘できる．一方，身の左

右縦帯の交差は，大久保鐸は第一横帯軸突線部から始まっ

ており，山田代鐸も同じである．下本郷鐸では左右縦帯界

線は身上縁の突線まで延びている．

　この 3鐸は第一横帯と左右縦帯の交差位置に違いはある

が，鈕の装飾を含めて定型様相を示すのに対して，天理鐸・

八貫渡鐸には変則様相を随所にとどめている．こうした様

相差は時間差，すなわち製作の新旧を反映しているととら

えることが可能である．鈕上縁の形状や施文・左右縦帯と

横帯の交差形状を勘案すれば，八貫渡鐸・天理参考館鐸，

大久保鐸，山田代鐸，下本郷鐸の順に製作されたと考えら

れる．

三　八貫渡鐸をめぐる問題

（一）紀伊製作説に関して

　山田代型銅鐸は分布傾向から，紀南地域の特徴あるい

は紀伊およびその周辺地域での製作ととらえる意見が多

い（堅田，1994）・（和歌山県立紀伊風土記の丘資料館，

1996）・（萩野谷編，2012）．難波洋三は山田代型を含む C

系列鐸の製作拠点を近畿の中心地域でも南部に，東海地域

に多い A・B系列鐸をそれよりも北にある可能性を示唆し

ている（難波，2007）．

　私見では山田代型は C系列群の中でも独立した鐸群で

ある．Ⅱ類鐸の久田谷鐸・鐘巻鐸・朝来鐸では丸みを帯び

た小判形鈕，二重の菱環文様帯，内縁は鋸歯文へと変化す

る．鐘巻鐸と朝来鐸は鈕の外縁第一文様帯下端に綾杉文隆

帯が付加されている．これらの変化要素は内縁を鋸歯文で

飾る突線鈕 5式 B・C系列に求められるであろう．よって

製作拠点も近接地域と考えられるが，鈕の双頭渦紋飾耳は

図 6　鈕の形状

八貫渡
天理参考館
大久保

山田代
下本郷

図３　鈕の形状
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依然として大きく，鰭下端の飾耳位置が確認できる鐘巻鐸・

朝来鐸は，飾耳が第四横帯軸突線の延長部に位置する．下

辺横帯下の界線より上位に飾耳が位置するのは突線鈕 5式

鐸ではこの 2鐸のみで，これも独立した銅鐸群であること

を支持する．

　私は銅鐸の分布密度に基づき，阿波北部銅鐸群と阿波南

部銅鐸群を設定しているが，那賀川・桑野川流域に拡がる

阿波南部銅鐸群の扁平鈕式鐸～突線鈕 2式鐸は吉備・瀬戸

内東部・摂津系銅鐸群から構成されている（菅原，2019）．

Ⅰ類先行製作と見られる八貫渡鐸には吉備・瀬戸内東部系

銅鐸の要素が認められる．天理参考館鐸にも阿波系譜とも

いえる施文省略の要素が温存されている．また阿波や播磨・

但馬地域の山田代型鐸は分布の偏在性を示していないこと

から，製作拠点を紀伊やその周辺部に想定する必要はない

であろう．

　阿波南部銅鐸群は朱供給の代償と見られるが，銅鐸諸相

は朱を介した交渉の範囲を反映するものと考えられる．直

接的証左として，阿波水銀鉱床群内の採掘・加工遺跡にお

ける搬入土器を見ると，若杉山遺跡の再整理結果では，鮎

喰川・園瀬川流域の阿波北部銅鐸群保有集団である鮎喰

川集落産土器が V－ 4期以降，出土総点数の 59％を占め，

その他は地場 23％，産地不明 11％，讃岐 6％，畿内系お

よび山陰系 1％となっている（西本編，2017）．深瀬遺跡

でも後期後半では鮎喰川集落群の土器が顕著である．中期

末から後期初頭にかけて 50棟を超える竪穴で鉄器生産の

鍛冶炉が検出された加茂宮ノ前遺跡は，調査終了後間もな

いので検討には至らないが，調査中の観察では類同の傾向

を示すようである．

　さらにこれ以降も野尻遺跡，津乃峰北斜面遺跡，大原遺

跡などに鮎喰川集落産土器（東阿波型土器）が拡散してい

る（図 7）．これらの状況から，朱の生産流通に鮎喰川集

落群の強い関与がうかがえるが，加茂宮ノ前遺跡では若干

ながら角閃石を含む胎土をもつ畿内系土器や近畿地域の

黒色粘板岩系剣形石製品が見られることに注意しておきた

い．

　朱の採掘・加工遺跡は水銀鉱床群の広範囲に拡がってお

り，かつ概要が判明する遺跡も限定されている．現状での

土器様相と銅鐸製作地域とは必ずしも連動するとは思わな

いが，土器から見た地域間交流においても紀伊地域との関

係は希薄である．このことも山田代型銅鐸の製作拠点を推

測するうえで示唆的である．

（二）阿波南部銅鐸群の様相変化と継続性

　扁平鈕式から突線鈕 2式鐸までの阿波南部銅鐸群は，銅

鐸様相・使用形態・埋納姿勢が阿波北部銅鐸群と異なって

おり，製作地域の祭祀形態が反映されている可能性を別稿

で指摘した（菅原，2019）．

　阿波北部銅鐸群では扁平鈕式最終段階において，園瀬川

流域から鮎喰川流域への分布域の移動，多数埋納から単独

埋納への変化，丘陵埋納から平地（集落）埋納への移行が

見られる（菅原，2018）．南部銅鐸群でも突線鈕 2式鐸を

境に桑野川流域から那賀川流域への分布域の移動と単独埋

納への変化が認められる．該当銅鐸は突線鈕 2式 C系列

の畑田鐸・突線鈕式と推定される小山田鐸 1）と八貫渡鐸

である（図 7）．

　八貫渡鐸出土地周辺は以東の乱流によるデルタ地形に対

して，安定した平地となっている．南の丘陵部には城山遺

跡・上大野遺跡・西方遺跡などの実態は不明だが中期末か

ら後期初頭の高地性集落が点在する．また最近の調査から，

那賀川に沿った自然堤防上に朱生産に関係する集落群の展

開が明らかになりつつある．新たな銅鐸分布域の形成は，

水銀鉱床群内の生産拠点の移動・拡大と連動するものと思

われる．

　埋納姿勢では畑田鐸はなお水平埋納を維持しているが，

畑田鐸は内面突帯がない唯一の例であり，内面突帯に使用

痕のある桑野川流域鐸群からの変化，すなわち聞く機能か

ら見る機能への移行を示す好例といえる．また八貫渡鐸出

土地を原位置と見ると，本分布域では眺望のきかない丘陵

埋納から平地埋納への移行という阿波北部銅鐸群との共通

性も現れている．こうした銅鐸の使用方・埋納場所の変化

は鮎喰川集落群の影響が予想されるところであるが，埋納

スタイルや銅鐸相の違いはなお継続していると見られる．

　紀伊では突線鈕 4・5式鐸は紀北地域の砂山鐸（4式 C）

のほか，日高川流域の鈕内縁を鋸歯文で飾る向山 1号鐸（3

Ⅱ b式 C）・半円重弧文で飾る 2号鐸（3Ⅰ b式 C）・鐘巻

鐸（5Ⅰ式 C），南部川流域の大久保鐸・雨請山鐸（5Ⅰ式

B），会津川流域の山田代鐸・後口谷鐸（5Ⅱ式 C），富田

川流域の朝来鐸（5Ⅱ式 C）というように山田代型鐸と非

ブリッジ鐸，内縁鋸歯文と半円重弧文，袈裟襷文系列が混

在する様相が見られる．

　このことが紀南地域の突線鈕式鐸多出の要因と思われる

が，このうち大久保鐸と雨請山鐸は谷を隔てて埋納されて

いる．雨請山鐸は規格・形状が矢野鐸とよく似ており，進

藤　武は内縁を 5区画した半円重弧文の配置や第一・四横

帯の横軸突線が鰭まで延びない点などから，同一工人作と

見たが（進藤，2007），保有銅鐸の融和性が見て取れる．

　阿波では突線鈕式銅鐸の出土数が少なく，保有実態を理

解するうえで難はあるが，阿波北部銅鐸群以北に矢野鐸（5

Ⅰ式 C）・鳴門市檜鐸（4式 A）2）の非ブリッジ鐸が分布する．

朱と結びつく可能性が高い矢野鐸と八貫渡鐸が対峙するよ
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うな状況は，両地域が「朱」をキーワードに強く結びつい

てはいるが，最新式銅鐸の選択や入手方が阿波北部と南部

で依然として異なっていたことを推測させる．八貫渡鐸に

かかる問題はおおよそ以上である．

四　銅鐸余滴

　最後に本論からは外れるが，八貫渡鐸周辺の大形銅鐸に

ついて触れておきたい．徳島県出土の伝承がある銅鐸の中

で突線鈕式銅鐸と考えられるのは，小山田鐸のほかに現物

不明の徳島市八多町の多家良鐸がある．1913年，民家の

石垣改修時に出土した全高四尺八寸の袈裟襷文銅鐸で，鈕

を東に横臥した埋納姿勢をとり，鐸身内部には何もなかっ

たとされる．出土後売却されたため，報文を書いた田所市

太も実見していない．近接地では別の鐸片（推定三尺）も

出土したという（田所，1917）．大きさの信憑性は弱いと

思われるが，大形の銅鐸であったことを暗示する．出土場

所は阿波北部銅鐸群と南部銅鐸群の分布域の中間に当たる

が，周辺には南部銅鐸群に包括される勢合鐸もあり，本銅

鐸群に近い位置関係となる（図 7-№ I）．

　多家良鐸に遺存の可能性があるとすれば，全高 100cm

前後以上の近畿式銅鐸が想定される．来歴不明瞭あるいは

出土地不明の大形銅鐸は，フリーア美術館鐸（4式　伝長

銅鐸と弥生遺跡群
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12 上大野遺跡　13 西方遺跡　14 大原遺跡　15 宮ノ本遺跡　16 池田山遺跡　17 牛岐遺跡
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図 7　銅鐸と弥生遺跡群（▲銅鐸出土地　　●朱採取・加工遺跡　　〇高地性集落等）
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野県出土），天理参考館鐸（山田代型Ⅰ類），名古屋市博

物館鐸（4式　推定近江出土），アルカンシエール美術財

団鐸（5Ⅰ式　伝紀伊・大久保出土），九州国立博物館鐸

（5Ⅰ式　伝尾張徳川宗家戸山屋敷旧蔵），辰馬考古資料館

449号鐸（5Ⅰ式　伝紀伊・日高郡出土），辰馬考古資料館

450号鐸（5Ⅱ式　伝益山寺境内出土）等を挙げることが

できる．このうち辰馬考古資料館 449号鐸とフリーア美術

館鐸，天理参考館鐸は鈕内縁を半円重弧文で飾っている．

　四国の突線鈕式鐸は系列の違いにかかわらず，鈕内縁を

半円重弧文で飾る鐸群で占められている点からすれば（菅

原，2008），多家良鐸も鋸歯文で飾る銅鐸ではない蓋然性

が高い．この中で天理参考館鐸は東京の古物商からの購入

時（1955年カ）において，阿波国出身の貴族院議長（旧

徳島藩主蜂須賀茂韶）蔵という所伝があったという（置田，

1990）．蜂須賀家蔵品は 14代藩主茂韶の東京移転（1872年）

以降，売立られて徐々に散逸している．檜鐸はその 1つで

あった．

　天理参考館鐸に係る所伝は梅原末治により否定されてい

るが，所伝が作られる要因としては，蜂須賀家が銅鐸を所

蔵していたという情報に基づいた可能性や，阿波出土鐸に

箔付けとして蜂須賀家蔵を付した可能性も考えられる．大

名家所蔵の銅鐸は他にもあり，ことさら蜂須賀家蔵を付す

理由としては，「阿波出土の銅鐸故」という可能性は否定

できないと思われる．以上の点から天理参考館鐸は多家良

鐸の候補の一鐸になりうるであろう．

　山田代型銅鐸は紀南・播但地域出土例のように，特定方

面地域に継続的に供給された可能性がある．述べたような

推測が成り立つとすれば，阿波北部・南部銅鐸群の対峙構

図を補強するものとなり，Ⅰ類先行製作 2鐸の阿波南部地

域，Ⅰ類後続製作 2鐸とⅡ類 2鐸の紀南地域，Ⅰ類後続製

作 1鐸・Ⅱ類 1鐸の播但地域への供給というような構図も

描かれよう．

　現状では天理参考館鐸の出土地をうかがう手掛かりはな

いが，鐸に固着した銹土・砂粒の分析学的手法による埋納

地に関する検討 3）などが推進されることを願って擱筆す

る．

付記

　1992年 12月 26日，徳島市矢野遺跡で検出された矢野

銅鐸について佐原　真さんに指導いただいた．埋納銅鐸を

前にして，「この銅鐸は和歌山から運ばれてきたんだ」と

言われた．雨請山銅鐸が念頭にあったと思われるが，佐原

さんは矢野銅鐸が紀伊地域で製作されたと考えておられた

ようだ．これも論旨とは関係しないが，一場の思い出とし

て書きとどめたい．
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註

1）小山田鐸は 1938年，山林開墾中に出土したとされる．

発見者の記憶では全高 50cm前後で鈕がやや厚手で，

双耳があったとされる（阿部，2001）．双耳のある中形

銅鐸は，外縁付鈕 1・2式鐸や扁平鈕式銅鐸の複数鐸群

にあるが，那賀川流域では扁平鈕式銅鐸は確認されて

おらず，2km四方に畑田鐸・八貫渡鐸が位置すること

から，突線鈕式鐸の可能性が高いと考えられる．

2）菅原（2008）で B系列としたが，公益財団法人東洋文

庫「梅原考古資料　銅鐸画像データベース」整理番号

NY-1199 4087により A系列に訂正する．

3）徳島県三好市西祖谷山村の榎鐸は，同地に所在する鉾

神社の神宝として安置されているが，徳島大学石田啓

祐教授（当時）によると，鐸身内部に固着した砂礫に

は石英の鉱物粒や金雲母細片，円磨されていない角礫

状の結晶片岩粒が含まれており，三波川帯の結晶片岩

類の風化によって生成される土壌と同一と観察されて

おり，神社周辺に埋納されていた蓋然性の高いことが

指摘できる（菅原・藤川・植地，2011）．
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